
　 ２学期
がっき

が始
はじ

まり，みなさんの元気
げんき

な声
こえ

が学校
がっこう

にもどってきました。長
なが

いようで短
みじか

い夏休
なつやす

み，楽
たの

しい

思
おも

い出
で

はできましたか？夏休
なつやす

みにはどんな本
ほん

と出会
であ

えましたか？今学期
こんがっき

もいろいろな本
ほん

にふれていけ

るといいですね。

９月
がつ

のおすすめ本
ぼん

　〜季節
き せ つ

を感
かん

じてみよう〜

秋
あき

は，「ひつじ雲
ぐも

」や「うろこ雲
ぐも

」がみられる  今年
ことし

の「中秋
ちゅうしゅう

の名月
めいげつ

」は２１日
にち

！

ようになるよ。秋
あき

の空
そら

を見上
みあ

げてみよう。  十三夜
じゅうさんや

は10月
がつ

18日
にち

です。十五夜
じゅうごや

と

 合
あ

わせてお祝
いわ

いするのがよいと言
い

わ

     『あのくもなあに？』　富安
とみやす

陽子
ようこ

　文
ぶん

／福音館書店
ふくいんかんしょてん

 れています。

　あの雲
くも

はなんだろう。なんていう名前
なまえ

かな。 『月
つき

の満
み

ちかけ絵本
えほん

』　大枝
おおえだ

史郎
しろう

　文
ぶん

／あすなろ書房
しょぼう

　どうしてそんな名前
なまえ

か想像
そうぞう

してみよう。 　太陽
たいよう

がしずんだら，月
つき

をさがしてみよう。

昔
むかし

の人
ひと

は月
つき

の満
み

ちかけで日
ひ

を数
かぞ

えて生活
せいかつ

していた

そうです。月
つき

にくわしくなれる1冊
さつ

です。

食欲
しょくよく

の秋
あき

！季節
きせつ

の食
た

べものを学
まな

ぼう！

『季節
きせつ

の食
た

べものクイズ絵本
えほん

12か月
げつ

』   　 月間
げっかん

「学校
がっこう

給食
きゅうしょく

」編集
へんしゅう

部
ぶ

　文
ぶん

/ 全国学校給食協会
ぜんこくがっこうきゅうしょく きょうかい

季節
きせつ

の食
た

べものを，月
つき

ごとに4問
もん

，全部
ぜんぶ

で48問
もん

の3択
たく

クイズで学
まな

べます。

栗
くり

のかたい皮
かわ

のことは何
なん

というのでしょう？きゅうりには，なぜトゲトゲがあるのでしょう？

食
た

べものや年中行事
ねんちゅうぎょうじ

に関
かん

する情報
じょうほう

ものっています。

夏
なつ

の終
お

わりを感
かん

じ，秋
あき

を感
かん

じる今日
きょう

この頃
ごろ

・・・。       季節
きせつ

のことを知
し

りたくなったら・・・。

素敵
すてき

な絵本
えほん

を読
よ

んでみよう。 　　暦
こよみ

のことがわかる本
ほん

を読
よ

んでみよう！

『どうぞのいす』 『和
わ

の行事
ぎょうじ

えほん②秋
あき

と冬
ふゆ

の巻
かん

』

　　      香山
こうやま

美子
よしこ

　作
さく

　柿本
かきもと

幸
こう

造
ぞう

　絵
え

／ひさかたチャイルド                 髙
たか

野
の

紀子
のりこ

　作
さく

／あすなろ書房
しょぼう

　うさぎくんがいすを作
つく

りました。そして木
き

の下
した

に 　　みなさんは季節
きせつ

を感
かん

じながら生活
せいかつ

しています

いすを置
お

き，「どうぞのいす」の看板
かんばん

を立
た

てました。 　か？この絵本
えほん

はかわいい動物
どうぶつ

のイラストと共
とも

に

ある日
ひ

，ろばさんがやってきて，いすにドングリを置
お

いた 　季節
きせつ

の行事
ぎょうじ

のことをわかりやすく説明
せつめい

してくれ

まま，居眠
いねむ

りを始
はじ

めました。さてさて，そのあとどうなる 　ています。この本
ほん

を読
よ

んで，季節
きせつ

の行事
ぎょうじ

を楽
たの

しん

のかな？心
こころ

があったかくなる素敵
すてき

な絵本
えほん

です。 　でみましょう!

☆秋
あき

を感
かん

じられるような本
ほん

をたくさん紹介
しょうかい

しました。 　　　　本
ほん

を借
か

りたら期限
きげん

までに返
かえ

しましょう。

本
ほん

を読
よ

みながら秋
あき

を感
かん

じてみましょう！ 　　　　お休
やす

みしている人
ひと

は登校
とうこう

したら返
かえ

してね。
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